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Well-crystallized GaN:ZnO with a narrow band gap was synthesized by using sealed 

evacuated tubes, and the effect of cocatalyst loading on the photoelectrochemical 

characteristics of the GaN:ZnO photoanode was investigated. The addition of NH4Cl during 

the synthesis decreased the particle size of GaN:ZnO and increased the photoanodic current of 

the GaN:ZnO photoanode. The onset potential of the photoanodic current was shifted 

negatively by loading CoOx onto the photoanode by photoelectrochemical deposition, 

indicating that CoOx functioned as an oxygen evolution cocatalyst on GaN:ZnO. 
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真空封管法で合成される GaN:ZnO固溶

体は、550 nm までの光を吸収して水分解

反応を駆動する。また、酸素生成助触媒と

して CoOxや IrOxを担持することで電荷分

離が促進され。酸素生成活性が向上する
1)。バンドギャップの狭い酸窒化物光触媒

を用いて高効率に水を分解するには、酸素

生成助触媒の種類や機能性の理解が重要

であり、光アノードを用いた光酸化過程に

特化した検討が有効だと期待される。本研

究では、粒子転写法を用いて真空封管法で

合成された GaN:ZnOの光アノードを作製

し、各種助触媒を担持したときの光電気化学的特性への影響を検討した。 

Zn3N2、Ga2O3、ZnCl2を真空封管中で反応させて GaN:ZnOを得た。この際、微量の

NH4Clを添加しておくことで、やや小径な GaN:ZnOが得られ、GaN:ZnO光アノード

の光電流が増加した。また、光アノードに対し、光電析法により CoOxを担持すると

光電流開始電位が卑な電位にシフトし、光電流が増加した（図 1）。したがって、光電

析法で担持された CoOx が GaN:ZnO 粒子上で酸素生成助触媒として機能しているこ

とが確認された。 

1) Liu et al. ACS Catal. 2022, 12, 14637. 

 
図 1 各種 GaN:ZnO(NH4Cl 添加)の疑

似太陽光照射下における電流電位特性 

(a) CoOx担持、(b) 未担持 
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